
坤櫓の利活用について
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資料４

○基本的な方針
・福井城址の歴史的価値の理解を深めていただく

・「県民の城」となるよう機運醸成を図り、興味・関心がある人を増やす

〇坤櫓の役割や求められる機能
・往時の姿を体感できる城郭施設

・福井城址見学時の拠点施設、歴史等の体験学習施設

・福井市歴史ボランティアガイド語り部さん等による歴史案内、講座

・小中学校の校外学習 （Ｒ６年度は１７小中学校に説明）

・まちなかや城址散策時の休憩施設

・展望スペース

・県都の新たなシンボル、ランドマーク（福井駅から見える位置）

〇 内部の展示等 基本的な考え方（案）
・１階は、往時の姿を体感できるよう、あまり物を置かない

・２階は、展示や展望スペース等に活用

・３階は、原則立入禁止

（参考）山里口御門内の展示

往時の柱割りのイメージ

（参考）利活用の検討スケジュール

・令和６年度 基本的な方針や考え方の決定。素案の検討

・令和７～８年度 展示内容や利活用の決定 （令和９年度～木造建築工事開始）

・令和１０年度 展示等工事の発注 （令和１１年度 供用開始予定）
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②櫓内部の展示内容（案）

（１）往時の木造建築の柱や梁など、構造そのものを見せる

（２）往時と復元する櫓の違いと理由の説明

（５階建て、笏谷石瓦とチタン瓦の展示、往時の急勾配の階段を壁沿いに表示）

（３）坤櫓の歴史的な役割、位置付け

（４）福井城の全体像、城下絵図、歴史、年表

（５）復元工事の経過写真

（６）本物の笏谷石瓦と実際のチタン瓦を展示

（７）埋蔵文化財調査の写真、出土品の展示

（８）ジオラマ模型展示、映像展示、往時を再現した復元アプリ

ジオラマのイメージ瓦材料の展示イメージ パネル展示のイメージ階段の勾配の再現イメージ

往時の階段勾配を
壁に表示



坤櫓１階 平面配置（素案）

階段

西側
中央公園側

北側 県警側

東側
県庁広場側

南側 農協会館側

玄関部分
（土足禁止）

往時の
出入口

車椅子
昇降機

１３．６ｍ

１１．５ｍ

往時の
１階窓･２階窓

往時の
１階窓･２階窓

往時の
１階窓･２階窓

往時の
１階窓

往時の
１階窓

往時の
２階窓

往時の
２階窓

出入口は往時
と同じ位置に

往時の
２階窓

往時の
２階窓

階段踊り場
（下は物置き）

・往時の構造や姿を見せる。
（出入り口から見渡せる場所には、あまり物を置かない）

柱の間隔
約１．5ｍ

階段下
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耐力壁

耐力壁
飾り窓

出入口は再現
（使わない）

パネル展示

階段下

倉庫

笏谷石瓦、
チタン瓦

埋文出土品 展示



坤櫓２階（往時の３階）平面配置（素案）
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往時の
３階窓

往時の
３階窓

西側
中央公園側

北側 県警側

東側
県庁広場側

南側 農協会館側

９．４ｍ

８．５ｍ

往時の
４階窓

往時の
４階窓

往時の
３階窓

往時の
４階窓

往時の
４階窓

往時の
３階窓

往時の
３階窓

階段

車椅子
昇降機

管理用
階段

往時の
３階窓

往時の４階からの景色を見てもらう

映像・パネル展示

・窓がない場所に展示を配置
・柱を考慮した配置計画が必要

階段下

階段踊り場
（展望スペース）

ジオラマ
模型
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〇 出土する礎石の活用（案）

・坤櫓の杭基礎工事に伴い、やむを得ず、往時の礎石を撤去する必要

・歴史的価値が高い礎石の活用方法を検討 （中央の礎石の大きさ７０ｃｍ×85ｃｍ、深さ４０～５０ｃｍと推定）

【活用方法】

・実際に置かれていた礎石の質感や大きさなどを県民が間近で見れるようにする

（案１） 礎石をそのまま配置・保存（県警前広場 ｏｒ 散策通路 or 東二ノ丸広場 or 坤櫓の室内等）

（案２） 礎石に「福井城址」や「坤櫓」などの掘り込み、銘板として坤櫓付近等に配置

（案３） 礎石を加工して、散策通路上の床石や案内看板等として再利用

（事例）彦根城の石の銘板

令和５年度
表土はぎ埋文試掘調査

（事例）東二ノ丸広場 笏谷石の案内板

（事例）三国滝谷寺の笏谷石の床石（事例）福井城址天守台 笏谷石の実際の礎石



〇 復元に向けた県民参加の取組み（復元募金等）

【現在の取組み】

・令和６年７月、「福井城櫓等復元募金推進委員会」を設置。毎日募金受け付け

・募金に対する返礼品を製作 （御城印、御城印帳、ハンドタオル、トートバッグ、タンブラー等）

・越前若狭お城フェス2024等の城址イベント等でも、募金箱を設置

・ふるさと納税による寄附（随時受付）

・クラウドファンディングを期間限定で実施（Ｒ６.１２～Ｒ７.１）

令和７年２月１４日時点の寄附額 約５５０万円（７１４名）

【今後の取組み（案）】

・土塀の腰板や石垣補強工事の間詰石等に使う笏谷石を広く県民から募集予定（R7年）
（笏谷石の寄附募集を広報。石材業者（県委託）が寄附者宅に出向いて石を引き取り。仮設ヤードにストック）

・工事段階において、瓦・壁板記名募金等を実施予定（Ｒ８年～）

・工事で伐採した桜の木を加工し、募金の返礼品として活用予定（Ｒ８年～）

・寄附者の芳名版（移動式）設置の是非を検討（名前を後世に残したいとの要望が非常に多い）

山里口御門復元整備募金
壁板記名会

（事例）名古屋城にある
芳名版（移動式）

福井城オリジナル日本酒『GAKU』
（ふるさと納税の返礼品） 6

山里口御門復元整備募金
桜のぐい吞み
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〇 復元に向けた情報発信、気運醸成の取組み

（1）復元整備に関するホームページの内容を充実させ、情報発信（Ｒ６～）

（２）復元整備の工事等説明会を実施（Ｒ７～）

（３）城址や坤櫓復元に興味・関心が持てるイベントや企画を拡充・継続実施。坤櫓復元を紹介

・城址見学、夏休み親子見学会、井戸の水汲み体験、福井城址春まつり等

（Ｒ６城址見学説明：約９００人、前年比４０％増。 Ｒ６山里口御門来場者数：約５万人、前年比２５％増）

・福井城復元ＶＲアプリ機能拡充・公開（Ｒ６～）

・駅からお城デジタルスタンプラリー参画（Ｒ６～）

・福井城址の石垣全周囲ライトアップ（Ｒ６～）

・越前若狭お城フェス2024（福井市）にブース出展、お城エキスポ（横浜市）でチラシ配布（Ｒ６）

山里口御門工事説明会 福井城復元ＶＲアプリ 石垣ライトアップ福井城址春まつり
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